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1．はじめに

　2020 年の小学校におけるプログラミング教
育の必修化を控え，全国の教育委員会では来年
度の指導要綱の検討が進んできている。
　この流れは中学校，高校と確実に進むことに
なるが，「プログラミング教育」，「ICT教育」
という言葉だけが先行し，実際に授業を行う現
場の先生方には，何を教え，生徒達に何を学ん
でもらえばいいのかといった悩みがあるのでは
ないかと考える。
　工業高校においてのプログラミング教育とは
何か？と考えた場合，現行のイメージではプロ
グラミング言語を学び，社会に出て仕事を得る
ための技術を身につけるといった感じではない
かと想像する。そういった側面は工業教育にお
いては重要な要素ではあるが，実社会ではプロ
グラミング技能が身についていたとしても，そ
の技能を効率よく活用するスキルが身について
いないと良い評価は得られない。
　小学校から始まるプログラミング教育の必修
化が工業教育においてどのような意味を持つの
か，我々が開発したドローンプログラミング教
材についての解説から感じ取っていただき，今

後教育現場で検討される工業教育のカリキュラ
ム検討に役立てていただければ幸いである。

2．現在のプログラミング教育

　先に記述したとおり，プログラミング教育と
言ってもどのようなことを教え，学んでもらえ
ればよいか，明確な答えを持たれている学校や
先生方は少ないと思われる。
　例えば，我々も和歌山県教育委員会と共に小
学校から高校までのプログラミング教育の指導
要綱の検討に携わってきたが，小学校は本格的
なプログラミング言語学習がないため，比較的
学習要綱の検討は容易であった。身の回りにあ
る機械やソフトウェアがどのような働きを持
ち，それらをどのように利用すればよいかとい
った内容を子供達に教え，理解して貰えばよい
のだが，中学，高校と上がるにつれ，どうして
もプログラミング言語を理解するための学習内
容に引きずられがちになっていった。様々な方
がプログラミング教育について解説をされてい
るので，今回は詳細を割愛するが，身の回りに
ある機械やソフトウェアの構造や理屈を理解
し，それらをうまく活用することや，活用する
ことが出来たあとには，新しい仕組みを自分達
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　まず，「イノベーションワークショップ＠飯
豊町」である。飯豊町は豊かな自然に囲まれ米
沢牛の発祥の地として，「日本で最も美しい村」
連合に加盟するなど最近注目されつつある。そ
の一方で，ここ数年過疎化が進んでおり，同時
に後期高齢化も進んでいる。そこで，飯豊町の
魅力を活かしたビジネスアイデアを創造するワ
ークショップの開催を企画した。このワークシ
ョップは，EDGE-NEXTコンソーシアムに参加
している 5大学（早稲田大学，滋賀医科大学，
東京理科大学，山形大学，多摩美術大学）合同
で夏休みの期間に行われる。東北地方の学生だ
けではなく，遠方の学生も参加することから，
様々な刺激的なアイデアが創造されることを期
待している。また，継続意欲が高いチーム，有
力なチームは選抜の上早稲田大学の EDGE-

NEXTプログラムに参加することができる。さ
らに，地元の企業や町役場の方とも連携し，よ
り具体的なビジネスアイデアを生み出す予定で
ある。このワークショップを通して，飯豊町の
活性化に繋げるだけではなく，より優れた起業
家精神を持つ人材を育て，山形県を起業家を輩
出する県に成長させたい。
　次に「鶴岡工業高校との連携協定」である。
この度鶴岡工業高校と起業家育成に関する連携
協定を結んだ。

た。内容は，EDGE-NEXTプログラム基礎編
WEB配信授業の開始，鶴岡由来「サムライゆ
かりのシルク」を活用した地域活性化活動，こ
の 2つを行っていく。庄内地域は旧庄内藩士が
刀を鍬に持ち替え開拓した松ケ岡開墾場の蚕室
群をきっかけに絹産地として発達し，現在も養
蚕から絹織物まで一貫工程が現存する国内唯一
の地である。平成 29 年に「サムライゆかりの
シルク　日本近代化の原風景に出会うまち鶴岡
へ」として日本遺産に登録され，注目されてい
る。この日本でも数少ない産業を発展させ，庄
内地方の地域活性化に繋げる活動を高校生がメ
インとなり行っていく。地域活性化活動ではプ
ログラム受講生（大学生）を TAとして高校生
の指導を担当してもらう。お互いに教え合うこ
とで学びを深め合うことが狙いである。年齢を
超えて若い世代が切磋琢磨することで起業家精
神の醸成を実現していくことを期待している。
　東北地方，特に山形県は上記で説明した通り
豊かな資源がありながらそれを活かす力が他地
域と比べて乏しい。それを活かさず衰退してい
くことが一番もったいないことである。
　私はこれからも EDGE-NEXTプログラムを
通して地域活性化に繋げ，そして起業家精神の
若い世代の定着に邁進していきたいと考えてい
る。そして，この「起業家精神」を山形県から
発信し日本，そして世界に影響を与え，日本の
発展に貢献していきたい。今の若い世代は「ゆ
とり世代」と言われ世間では色々な評価がされ
ているが，私は実際にプログラムで学生と共に
行動し学び，逆にこちらが学ばせてもらうこと
もある。その「ゆとりだからこそ」の強みや柔
軟性を活かしながら，次の世代を担う人材を育
てる手伝いを出来ればと考える。

　地元に根付いた人材を輩出している高校であ
るからこそ，起業家精神を持つ人材を育成する
のが重要であり，この度協定を結ぶ運びとなっ



8

で作り出していくことの思考に辿り着くことが
重要になってくる。利用出来たとしても非効率
であったり，期待通りではない場合が多いため，
そういった課題を解決するためにはどうすれば
よいのか，また解決させるための試行錯誤には，
失敗も多く出てくるため，期待通りの結果を得
るためにひとつひとつの課題を解決していかな
ければならない。そういった課題解決能力を養
う，また自ら能動的に解決を行っていく意識付
けをすることがプログラミング教育の本質であ
る。
　我々が参加していた検討会議において当初考
えられたカリキュラムでは，サンプルプログラ
ムが用意され，それをベースにチームでプログ
ラムを完成させていくといった内容であった。
　実際に授業をしてみると，先ず役割分担がさ
れ，インターネットで情報を収集する生徒，画
面に映し出すための画像を検索する生徒，プロ
グラム自体を書き換えながらオリジナリティの
あるソフトウェアに仕上げていく生徒といった
具合に共同作業による協調性を養うことと，プ
ログラムを完成させるためのスキルを身につけ
ることは達成出来たかと思う。
　ただし，それはプログラミング教育ではなく，
プログラミング言語学習でしかなかった。この
点が今後プログラミング教育への取組の中で最
も注意しないといけないポイントと考える。
　現状の工業教育におけるプログラミング学習
と同等の内容であれば，プログラミング教育の
本質である「プログラミング的思考」，「課題解
決能力向上」ではなく，単にプログラムの構造
理解でしかなくなってしまう。
　では，我々が考える「プログラミング教育」
とは何かについて，解説していきたいと思う。

3．�ドローンによるPython プログラミン
グ学習の効果

　我々が考えるプログラミング教育の要素は，

・能動的にモノや技術を活用する力
・プログラミング的（論理的）思考の向上
・課題解決能力の向上
・プログラミング技能
である。
　工業教育におけるプログラミング教育では，
必然的にプログラミング言語の学習は必要にな
ってくると考える。中学校レベルであれば，単
純なサンプルプログラムをベースにするか，ビ
ジュアルプログラミングで遊び感覚で授業を行
うことができる。この場合，多少の好き嫌いは
あるにしても，ほとんどの生徒達は同じような
レベル感で学習を進めることができる。しかし，
プログラム言語学習の要素が入ると難易度設定
に依る部分もあるが，途中で理解度の差が生ま
れ，途中で諦めにより脱落していく生徒も出て
くるだろう。実際にそのような状況を経験され
ている先生方も多いと思われる。途中で投げ出
さずに授業を受けてもらうためには，生徒達が
興味を持って授業に取り組める内容であること
が重要である。
　そのための要素のひとつとしての「ドローン」
である。実際に全国のいくつかの工業高校でド
ローンによるプログラミング授業を実施させて
いただいてきたが，実生活のなかでよく耳にす
るがまだまだ身近ではないドローンに触れるこ
とで，最初から最後まで興味を持って授業に取
り組んでもらうことができた。
　余り興味がないものに対して積極的に取り組
んでもらうことは難しいが，逆の場合は生徒の
方から「触れたい」，「操作してみたい」という
欲求もあり，能動的に取り組んでもらえるので
はないかと考える。
　そもそも興味を持っているドローンを自分で
考え作成したプログラムで飛行させることは，
生徒だけでなく，先生方でも同様に「やってみ
たい」という気持ちになっていただけるのでは
ないだろうか。
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　能動的に物事に取り組み，また課題と感じる
ことに対してどうすれば解決させることができ
るのかといった思考が養われることは，実社会
に出たあとの社会人としての活動において非常
に良い影響を与えることになる。
　次に「プログラミング的思考」と「課題解決
能力」の向上について述べる。
　プログラミング的（論理的）思考とはいった
い何だろうか？
　プログラミング的思考とは，目的を達成する
ためにどのようにすればよいのかを筋道を立て
て，計画的に行動する考え方のことである。
　実生活の中では思い通りにならないことが多
く存在する。仕事面やプライベートのことでも
同様である。そんな状況を解決し，より良い状
況に持っていくためにはどうすれば良いのかを
考え，目的を達成することが論理的思考による
課題解決ということになるのである。

　基本的なプログラミング的思考はこのような
流れである。
1．なぜそうなってしまうのか？
2．どうしたらうまくできるのか？
3．どうやって実行するか？
4．実行してみる
5．結果はどうだったのか？
　この思考の流れは実際のプログラムで目的を
達成させるために必要な思考と同じである。
　ある目的を達成させるためにドローンを飛行
させたいと考える。しかし，空中に浮遊してい
るため，周りの風の影響や機体を移動させた際
に生じる移動距離の誤差など，思い通りの結果
にならないことが多い。
　ではどうすれば期待通りの動きをさせること
ができるのか？どうやって実行させればよいの
か？を周りの状況を把握して対応策を考えた
り，スタートからではなく，ゴール（目的達成）
から逆算して実行方法を考える。
　このように不確定要素の多いドローンを使い
目的達成のための方法を思考することは，周り
の状況を把握分析することの多様性を生み，生
徒ひとりひとりが様々な思考を巡らせることが
できると考える。
　教える側の先生方としては，正解が多すぎて
大変かもしれないが…。
　また，文科省の「プログラミング的思考」の
定義には，「自分が意図する一連の活動を実現
するために，どのような動きの組合せが必要で
あり，一つ一つの動きに対応した記号を，どの
ように組み合わせたらいいのか，記号の組合せ
をどのように改善していけば，より意図した活
動に近づくのか，といったことを論理的に考え
ていく力」とある。
　これは答えを導き出していく過程で，
⑴　物事（状況）を正しく正確に把握し，要素
を分類，分析する
⑵　要素を組み合わせて関係性を考える

ドローンプログラミング体験授業風景
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ということが重要になってくる。
このような思考は物事を説明する際に，
⑴　結果は◯◯です。
⑵　なぜなら理由は◯◯だからです。
という流れで論理的に話を組み立てることがで
きるため，人に対して物事を伝えるということ
に関しても非常に役立つことである。
　このようにプログラミング教育では，単にプ
ログラミングスキルを向上させることだけでは
なく，将来社会人として活躍していくなかで非
常に重要なスキルを身につけていくことができ
るのである。
　最後に「プログラミング技能」の向上は工業
教育としては重要なファクターである。
　プログラミング的思考はプログラムを構成し
ていく中では非常に重要なことであるが，それ
を実際に形にしていくことができなければ工業
教育の一環としての学習としては物足りない。
　今回，教材というカテゴリーの商材を開発し
たのだが，元々ソフトウェアメーカーとしてプ
ログラム開発を生業としているだけに，この教
材を使って学んでいただく学生達には，プログ
ラミング教育の本質部分だけでなく，しっかり
としたプログラム開発力も習得していただきた
いと考えている。
　その対象とした言語が Pythonである。ここ
数年でプログラミング言語としてはトップクラ
スのシェアを獲得しており，近い将来プログラ
ミング言語のデファクトスタンダードになると
言われ，Pythonエンジニアの年収帯もトップ
になっている。

　その理由としては，
⑴　普段，誰もがよく利用するアプリの開発言
語である（YouTubeなど）
⑵　手っ取り早く試したいロジックを組み実行
結果を見ることが出来る
⑶　科学計算や AI開発で適用されている
が挙げられる。
　特に注目したいのはAI開発での適用である。
我々が現在実際に開発しているソフトウェアも
そうであるが，様々なソフトウェアには AIの
活用が必要不可欠となってきている。
　今後より一層ビッグデータを扱う処理が多く
なり，それらビッグデータを処理し，利用者が
求めるものを提供するためには AI技術は必須
のものとなってきている。社会に出て AIを開
発／活用していく技術者として活躍するために
は，Pythonを学んでおく必要があると言える。
　余談であるが，先日目にした大学での課題で
は，Pythonと R言語に関するものが提示され
ていた。R言語についての詳細は割愛するが，
こちらはデータ分析やデータ処理を得意とする
言語であり，ビッグデータ，AI処理という分
野において Pythonと並び今後シェアを拡大し
ていく言語である。
　ただ，Pythonと比較して難易度の高い言語
であるため，工業高校での学習対象としてはま
だ早いと考える。

※ 出典元：sourced Blog
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　また，Pythonの特徴として，構文がシンプ
ルで読みやすく書きやすいということがある。
他の生徒が書いたプログラムが比較的読みやす
いため，生徒間での共有が容易であり，また，
先生方も教えやすく，生徒が記述したプログラ
ムを理解しやすいというメリットもある。この
ためプログラミング初心者であっても習得しや
すいと言える。
　我々の職場では，AIについて学びたいなら
先ずは Pythonを学べと指導している。今後，
AIの活用が必須となってくるであろうソフト
ウェア・IT業界に入ることを考えている生徒
がいたならば，Pythonを理解していることは
非常に大きなアドバンテージとなる。

4．まとめ

　冒頭でも触れたように，工業教育においても
プログラミング教育の必修化が押し迫ってきて
いる状況であり，どのような内容でどのように

　　第 1章　ドローンってなに？
　　第 2章　Python インストール
　　第 3章　基本操作
　　第 4章　プログラムのデータ構造
　　第 5章　中間演習
　　第 6章　画像処理
　　第 7章　Python －総集編
　　第 8章　おまけ

画像解析（AI 関連として）の簡単なフロー

　Pythonを学ぶことで AIへ比較的簡単に触れ
ることができる。理由としては，Pythonでは
無償で利用可能なライブラリーが豊富に公開さ
れているためである。単純な画像解析だけでな
く，オブジェクト認識や，顔認証といったもの
も簡単に利用することができ，単純なセンシン
グのプログラミングに留まらず，最先端の技術
に触れながらプログラミング技術を学んでいく
ことができるため，生徒達の学習意欲もより向
上するものと考える。

生徒達に学んでもらうか，悩まれている先生方
は多いと思われる。
　今回，Python・ドローンというキーワード
での学習効果について一部分ではあるが解説さ
せていただいた。工業高校で学び卒業していく
生徒達が，社会人として，素晴しい人材として
活躍していただくための指導方法の 1つとして
参考にしていただければ幸いである。

　最後に，今回リリースした教材“ドローンプ
ログラミング言語学習キット”の大まかな目次
を紹介する。合計15時間のカリキュラムとなる。
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ということが重要になってくる。
このような思考は物事を説明する際に，
⑴　結果は◯◯です。
⑵　なぜなら理由は◯◯だからです。
という流れで論理的に話を組み立てることがで
きるため，人に対して物事を伝えるということ
に関しても非常に役立つことである。
　このようにプログラミング教育では，単にプ
ログラミングスキルを向上させることだけでは
なく，将来社会人として活躍していくなかで非
常に重要なスキルを身につけていくことができ
るのである。
　最後に「プログラミング技能」の向上は工業
教育としては重要なファクターである。
　プログラミング的思考はプログラムを構成し
ていく中では非常に重要なことであるが，それ
を実際に形にしていくことができなければ工業
教育の一環としての学習としては物足りない。
　今回，教材というカテゴリーの商材を開発し
たのだが，元々ソフトウェアメーカーとしてプ
ログラム開発を生業としているだけに，この教
材を使って学んでいただく学生達には，プログ
ラミング教育の本質部分だけでなく，しっかり
としたプログラム開発力も習得していただきた
いと考えている。
　その対象とした言語が Pythonである。ここ
数年でプログラミング言語としてはトップクラ
スのシェアを獲得しており，近い将来プログラ
ミング言語のデファクトスタンダードになると
言われ，Pythonエンジニアの年収帯もトップ
になっている。

　その理由としては，
⑴　普段，誰もがよく利用するアプリの開発言
語である（YouTubeなど）
⑵　手っ取り早く試したいロジックを組み実行
結果を見ることが出来る
⑶　科学計算や AI開発で適用されている
が挙げられる。
　特に注目したいのはAI開発での適用である。
我々が現在実際に開発しているソフトウェアも
そうであるが，様々なソフトウェアには AIの
活用が必要不可欠となってきている。
　今後より一層ビッグデータを扱う処理が多く
なり，それらビッグデータを処理し，利用者が
求めるものを提供するためには AI技術は必須
のものとなってきている。社会に出て AIを開
発／活用していく技術者として活躍するために
は，Pythonを学んでおく必要があると言える。
　余談であるが，先日目にした大学での課題で
は，Pythonと R言語に関するものが提示され
ていた。R言語についての詳細は割愛するが，
こちらはデータ分析やデータ処理を得意とする
言語であり，ビッグデータ，AI処理という分
野において Pythonと並び今後シェアを拡大し
ていく言語である。
　ただ，Pythonと比較して難易度の高い言語
であるため，工業高校での学習対象としてはま
だ早いと考える。

※ 出典元：sourced Blog
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